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市
政
ひ
ろ
ば

市
の
将
来
設
計
の
策
定
に
向
け
て
第
１
回
南
あ
わ
じ
市
総
合
計
画
審
議
会

実
技
と
筆
記
試
験
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
九
月
十
日
現
在
、
市
内
で

の
交
通
事
故
は
既
に
二
百
三
十
八

件
発
生
し
、
死
亡
事
故
も
六
件
と

昨
年
の
一
年
間
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
事
故
の
う
ち
、
半
数

以
上
が
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
淡

路
地
区
交
通
安
全
協
会
連
絡
協
議

会
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
型
バ
イ
ク
と
自
動
車
の
速
度

感
覚
の
違
い
や
ラ
イ
ト
点
灯
の
必

要
性
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま

た
路
上
の
マ
ー
ク
を
通
過
す
る
運

転
技
能
実
習
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
南
あ
わ
じ
市
議
会
定
例

会
で
も
、
交
通
事
故
の
な
い
明
る

く
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
し
つ
づ

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

た
め
市
民
と
行
政
、
関
係
団
体
が

一
体
と
な
っ
て
交
通
事
故
防
止
に

最
善
の
努
力
を
払
う
こ
と
を
趣
旨

と
し
た
「
交
通
安
全
の
市
宣
言
」

が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

▲榎列学童保育（松田公会堂内）

　▲走行速度を予想する参加者ら

「
交
通
安
全
の
市
」
を
宣
言

安
全
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

▲第１回南あわじ市総合計画審議会
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南
あ
わ
じ
市
で
は
、
合
併
後
の

新
し
い
市
政
運
営
の
最
も
基
本
的

な
将
来
計
画
で
あ
る「
総
合
計
画
」

を
平
成
十
七
年
度
か
ら
十
八
年
度

に
か
け
て
策
定
し
ま
す
。

　

策
定
に
あ
た
り
、
市
長
の
諮
問

に
応
じ
て
計
画
案
を
答
申
す
る
総

合
計
画
審
議
会
の
第
一
回
審
議
会

が
十
月
十
一
日
、
南
淡
公
民
館
で

開
催
さ
れ
、
役
員
の
選
任
や
策
定

の
方
針
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
十
月
に
実
施
し
ま
し
た

総
合
計
画
策
定
に
係
る
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
（
四
千
五
百
人
無
作

為
抽
出
）
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

方
に
は
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

審
議
会
委
員
は
次
の
方
々
で
す

（
順
不
同
・
敬
称
略
）。

会
長
＝
由
井
淳あ

つ
ひ
ろ裕

（
福
良
）、
副
会
長

＝
志
智
宣の

ぶ
お夫

（
湊
）、
清
川
と
し
子

（
広
田
）、
委
員
＝
金
崎
詳あ
き
つ
ぐ継
（
倭
文
）、

稲
本
幸ゆ
き
お雄
（
広
田
）、澤
内
ま
ち
代
（
松

帆
）、
小
磯
富と
み
お男
（
阿
那
賀
）、
泰
地

昭あ
き
お男
（
志
知
）、
入
谷
博ひ
ろ
ふ
み文
（
神
代
）、

中
田
伸の
ぶ
か
ず一
（
榎
列
）、
北
内
秀ひ
で
あ
き明
（
市
）

橋
田
友と
も
た
か孝
（
市
）、
木
田
薫か
お
る（
神
代
）、

田
中
一か
ず
よ
し良
（
榎
列
）、
奥
井
光み
つ
こ子
（
賀

集
）、
芝
壽と
し
ひ
ろ浩
（
福
良
）、
森
武た
け
み美
（
福

良
）、
鳥
井
幸こ
う
す
け祐
（
福
良
）、
松
坂

秀し
ゅ
う
じ二

（
賀
集
）、
山
形
収し

ゅ
う
じ司

（
阿
万
）

広報 

年
末
調
整
、
確
定
申
告
書
に
は

　

今
年
か
ら
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
が
必
要

　

十
月
三
十
日
、
合
併
し
て
初
め

て
の
市
議
会
議
員
選
挙
が
あ
り
ま

し
た
。

　

激
戦
を
勝
ち
抜
か
れ
、
市
民
か

ら
付
託
さ
れ
ま
し
た
市
議
会
議
員

の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
祝
い
申
し

あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
市

行
財
政
運
営
に
お
い
て
適
切
な
ご

指
導
、
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
市
議
会
議
員
の
皆
さ
ま

は
、
住
民
か
ら
選
ば
れ
、
そ
の
代

表
者
と
し
て
議
会
の
構
成
員
と
な

ら
れ
、「
選
良
」
と
い
う
こ
と
ば

で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
人
格
・
見

識
と
も
に
す
ぐ
れ
た
代
表
者
で
あ

り
ま
す
。

　

ご
周
知
の
と
お
り
、
議
会
は
、

住
民
を
代
表
す
る
公
選
の
議
員
を

も
っ
て
構
成
さ
れ
る
地
方
公
共

団
体
の
意
思
決
定
機
関
で
あ
り
ま

す
。
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
議

会
の
議
決
を
経
た
上
で
諸
々
の
事

務
を
執
行
す
る
と
さ
れ
、
互
い
に

独
立
し
、
対
等
の
立
場
と
地
位

に
あ
る
と
と
も
に
、
長
の
独
断
専

行
を
許
さ
な
い
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

併
せ
て
、
執
行
機
関
の
行
財
政

運
営
や
事
務
処
理
な
い
し
事
業
の

実
施
が
、
す
べ
て
適
法
・
適
正
に
、

し
か
も
、
公
平
・
効
率
的
に
、
そ

し
て
民
主
的
に
な
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
監
視
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
同
時
に
議
会
が
い
か

に
住
民
の
福
祉
を
考
え
、
住
民
の

立
場
に
立
っ
て
判
断
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
を
示
唆
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

議
員
は
市
職
員
と
同
様
、
全
体

の
奉
仕
者
で
あ
っ
て
、
住
民
全
体

の
代
表
者
で
あ
り
、
個
人
の
利

害
の
み
の
立
場
に
立
つ
の
で
は
な

く
、
市
全
体
の
あ
り
方
、
方
向
性

を
示
す
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
、
福
祉

施
策
や
行
財
政
改
革
を
中
心
に
山

積
す
る
難
題
を
解
決
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
と
も
、
よ
き
南
あ
わ
じ
市

を
築
き
上
げ
る
た
め
、
議
会
議
員

の
方
々
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
建
設
的
な
議
論
を
重
ね
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

倭
文
・
榎
列
学
校
区
で
も
学
童
保
育
ス
タ
ー
ト

　

若
年
層
世
帯
の
定
住
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
市
営
住
宅

「
し
づ
お
り
第
二
団
地
」
の
新
築

工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

団
地
は
既
存
の
し
づ
お
り
団
地

（
倭
文
庄
田
）
の
東
側
に
位
置
し
、

七
千
百
二
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
の

敷
地
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四

階
建
て
の
住
宅
棟
と
集
会
所
、
駐

車
場
な
ど
が
建
設
さ
れ
ま
す
。
住

宅
棟
に
は
低
所
得
者
を
対
象
と
し

た
公
営
住
宅
十
六
戸
と
、
特
定

公
共
賃
貸
住
宅
八
戸
を
建
設
し
ま

す
。
ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
や
段
差
の
解
消
、
オ
ー
ル
電
化

な
ど
、
高
齢
者
の
方
で
も
安
心
し

て
住
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配

慮
し
て
い
ま
す
。

　

十
月
七
日
に
現
地
で
行
わ
れ
た

安
全
祈
願
祭
で
は
、
関
係
者
約

四
十
人
が
出
席
し
、
工
事
の
安
全

を
祈
願
し
ま
し
た
。

 

住
宅
工
事
は
来
年
九
月
末
に
完

成
さ
せ
、
そ
の
後
入
居
者
の
募
集

を
行
う
予
定
で
す
。

　▲しづおり第２団地の安全祈願祭
し
づ
お
り
第
２
団
地
新
築
工
事
が
ス
タ
ー
ト

市
営
住
宅
建
設
開
始

　

昼
間
、
仕
事
等
の
理
由
で
保
護

者
が
家
に
い
な
い
小
学
校
低
学

年
（
一
年
生
か
ら
三
年
生
）
の
児

童
を
対
象
に
、
放
課
後
や
長
期
休

暇
に
指
導
員
が
集
団
で
保
育
す
る

「
学
童
保
育
」
が
八
月
一
日
か
ら

倭
文
小
学
校
区
で
、
十
月
三
日
か

ら
榎
列
小
学
校
区
で
開
所
し
ま
し

た
。

　

市
内
で
は
合
併
前
か
ら
開
所
し

て
い
る
広
田
・
北
阿
万
小
学
校
区

に
続
い
て
四
か
所
目
。
学
童
保
育

で
は
、
家
で
過
ご
す
の
と
同
じ
よ

う
に
遊
ん
だ
り
宿
題
を
し
た
り
、

お
や
つ
を
食
べ
た
り
と
、
年
齢
の

違
う
児
童
た
ち
が
室
内
外
で
過
ご

し
、保
護
者
の
迎
え
を
待
ち
ま
す
。

利
用
料
金
は
月
額
五
千
円
。
開
設

時
間
に
つ
い
て
は
、
平
日
は
放
課

後
か
ら
午
後
六
時
ご
ろ
ま
で
、
夏

休
み
等
の
長
期
休
暇
中
は
午
前
八

時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。

　

市
で
は
来
年
度
以
降
も
準
備
が

整
い
次
第
開
所
す
る
予
定
で
す
。

　

高
齢
運
転
者
の
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
と
交
通
事
故
防
止
を
目
的

と
し
た
、「
全
淡
路
高
齢
者
安
全

運
転
競
技
会
」が
九
月
二
十
八
日
、

三
原
自
動
車
教
習
所（
賀
集
八
幡
）

で
開
催
さ
れ
、
三
十
六
人
が
運
転

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税

等
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
年
末
調
整
や
確
定
申

告
書
の
手
続
き
で
は
、
納
付
し
た

保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
所
得
税
法
等
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
平
成
十
七
年
分
の
所
得

の
申
告
か
ら
一
年
間
に
納
付
（
納

付
見
込
を
含
む
）
し
た
保
険
料
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
社
会
保
険
庁
で
は
、
納

付
い
た
だ
い
た
保
険
料
の
額
を
証

明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」（
ハ

ガ
キ
）
を
十
一
月
初
旬
に
送
付
し

ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

際
は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
や
領
収

証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
の
途
中
か
ら
国
民
年

金
に
加
入
し
た
場
合
な
ど
、
十
月

以
降
に
本
年
初
め
て
保
険
料
を

納
付
さ
れ
る
方
は
翌
年
二
月
初
旬

に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
問
い
合
わ
せ
は
、
控
除
額
証

明
書
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
５
７
０
・
０
０
・
９
９
１
１
）

年
金
相
談
専
用
電
話
の

　
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た

　
　
【
変
更
前
】

☎
０
７
８
・
２
０
０
・
３
１
８
１

　
　
　
　

⬅

　
　
【
変
更
後
】

　

年
金
請
求
な
ど
の
年
金
相
談
は

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１イ

イ

ロ

ウ

ゴ

１
６
５
、

年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
年
金

相
談
は
☎
０
５
７
０
・
０
７
・

１イ

イ

ロ

ウ

ゴ

１
６
５
。
受
付
は
平
日
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時

明
石
社
会
保
険
事
務
所
の

　
出
張
年
金
相
談

▽
日
時　

12
月
２
日
（
金
）
午
前

11
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

※
要
事
前
予
約（
11
月
25
日
ま
で
）

▽
申
込
み　

市
民
課
☎
43
・

５
０
２
３

▲「交通安全の市」看板

放
課
後
健
全
育
成
事
業


